
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

９月
ふるさと登山で只見を見てみよう
・自然がきれいだな。

６月
八十里峠を越えて只見から海へ

・八十里峠の工事が進むとどうなる？
・只見町と海はどのようにつながっているの
かな。
・海のよさを感じよう。

５月
ボートに乗って田子倉湖自然散策

・田子倉湖の水はどこから来ているの？
・冬の雪はどうなったかな。
・ブナの木はどのように変化したかな。

１０月
学んだことを発信しよう

・これまで学んだことを学習発表会で
発信しよう

只見の春を見つけよう

○ 学校周辺の樹木や生
き物を探し、春の訪れ
を感じる。

森の生き物を探そう

○ 青少年旅行村でさまざまな
生き物を採取し、図鑑で名前
やその特徴について調べ、只
見の森に住む生き物について
理解する。

社会科「古い道具と昔のくらし」

動物の足跡を見つけよう ・ 木の芽をくらべよう
○ 青少年旅行村でシューを履いて、動物の足跡を見つ
けたり固雪わたりを体験し、厳しい冬の間も動物も共存
していることを知る。

木の葉の色づきを調べよう

○ 青少年旅行村で広葉樹の葉の
変化について観察し、秋に葉が色
づく仕組みについて理解する。

理科「昆虫を調べよう」

さぐる

広げる

深める

各教科との関連の４つの視点（枠の色分けで表記）

学習内容・認知面での関連 知識の深化
技能・リテラシー面での関連 技能の活用
情緒・価値観での関連 価値の醸成
態度・行動面での関連 行動の変容

つかむ

目指す子ども像
自然豊かな只見の四季につい
て調べたり体験したりすること
を通して、自分がその自然とど
のように関わって生きていくの
かについて考えることができる。

若葉を比べよう

○ 青少年旅行村でさま
ざまな木々の若葉を採
取し、樹木 の葉の特徴
を調べることで、春の葉
の特徴を理解する。

只見の四季についてまとめ
よう
○ 只見町の森と四季について
只見のよさ厳しさをまとめ意見
交換をしどのように関わって生
きていくけばいいのか考える。

理科「春の自然に飛び
出そう」

音楽科「春の小川」

道徳「メッセージ」

特別活動「雪像づくり」

図画工作科「サクサク小
刀名人」

SDG’s目標

只見小学校 ３学年 只見学（ESD・海洋教育）ストーリーマップ
「自然ゆたかな只見の森の四季」

国語科「末について紹介しよう」

木の名前を調べよう

○ 癒しの森を散策し、樹
木と水との関係を知ると
共に樹木の名前を知る
ことで、どのような木々
が生息しているかを理解
する。

国語科「調べて書こ
うわたしのレポート」

特別活動
「只見の水害」
（防災教育）

道徳科「ハチドリの
しずく」

図画工作科
「ひもひもワールド」

図画工作科「うれしかっ
たあの気持ち」

理科「昆虫を調べよう」



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

９月
ふるさと登山で只見を見てみよう
・自然がきれいだな。

６月
八十里峠を越えて只見から海へ

・八十里峠の工事が進むとどうなる？
・只見町と海はどのようにつながっているの
かな。
・海のよさを感じよう。

５月
ボートに乗って田子倉湖自然散策

・田子倉湖の水はどこから来ているの？
・冬の雪はどうなったかな。
・ブナの木はどのように変化したかな。

１０月
学んだことを発信しよう

・これまで学んだことを学習発表会で
発信しよう

只見の食の歴史について
調べよう

○ 当時の人々の暮らしや八
十里を越えて流通していた物品
などを知る。

郷土料理を調理
してみよう

○ 郷土料理を実際
に作り、味わうことを
通して、先人の知恵
や郷土料理の意味に
ついて知る。

理科「自然のなかの水の
すがた」

郷土料理を調理
してみよう

○ ｢にしんの昆布巻
き｣や｢さとう豆｣作り体
験を通して、材料の持
つ意味や行事食とし
ての郷土料理の役割
について知る。

さぐる

広げる

深める

各教科との関連の４つの視点（枠の色分けで表記）

学習内容・認知面での関連 知識の深化
技能・リテラシー面での関連 技能の活用
情緒・価値観での関連 価値の醸成
態度・行動面での関連 行動の変容

つかむ

目指す子ども像
海とのつながりを意識し、進ん
で調べたり体験したりしながら、
郷土料理に込められた願いや
先人たちの知恵を知り、ふるさ
と只見町のよさを感じ、伝統を
受け継いでいく気持ちを育み、
行動できる子ども

八十里越えって何だろう

○ 只見町が海とつながってきた
八十里越について知り、どのような
ものが八十里越を通ってきたか調べ
る。

郷土料理のよさをまとめよう

○ 学習してきたことを保護者の方
に伝えるため、これまでのことをまと
める。

郷土料理のよさを伝えよう

○ 只見町の郷土料理である「ざ
く煮」を作り、保護者に振る舞うとと
もに作り方やそのいわれについて発
表する。

SDG’s目標
只見小学校 ４学年 只見学（ESD・海洋教育）ストーリーマップ

「海とともにある只見の食文化」

国語科「メモの取り方
をくふうして聞こう」

国語科「報告します、
みんなの生活」

国語「くらしの中にある
『和』と『洋』を調べよう」

社会「水はどこから」ｂ

社会「特色ある地域
と人々のくらし」

音楽「ソーラン節」

図画工作「雪像作り」ｂ

国語科「メモの取り方
をくふうして聞こう」

道徳「たな田
が変身」

道徳「石っこけんさん

宮沢賢治」ｂ

道徳「谷川岳に生

きたドクター」ｂ



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

９月
ふるさと登山で只見を見てみよう
・自然がきれいだな。
・ブナにはどんなはたらきがあるのかな。
・土をほってみよう。
・この落ち葉はいつのものかな。

６月
八十里峠を越えて只見から海へ

・海の水がどこから来てるのかな。
・只見町と海はどのようにつながっているの
かな。
・海のよさを感じよう。

５月
豊かな水はどこから

・田子倉湖の水はどこから来ているの？
・冬の雪はどうなったかな。
・水のさわった感じはどうかな。

ユネスコエコパー
クって何だろう

○ ユネスコエコパーク
について知り、世界に
認められた只見の雪
食地形・動植物・ブナ
について学習する見
通しをもつ。

只見の水について調べよう
Ⅰ

○ ブナ林から流れる水が豊富な
養分を含んでいることについて、

パックテストを用いて調べる。

社会科「わたしたちの生活と森
林」

道徳科「植物とともに
牧野富太郎」

国語科「伝えよう委員
会活動」

国語科「書き手の意図を考えな
がら新聞を読もう」

さぐる

広げる

深める

各教科との関連の４つの視点（枠の色分けで表記）

学習内容・認知面での関連 知識の深化
技能・リテラシー面での関連 技能の活用
情緒・価値観での関連 価値の醸成
態度・行動面での関連 行動の変容

つかむ

目指す子ども像
只見の自然と海とのつながりに
ついて高い関心を持ち、進んで
調べたり体験したりして考えたこ
とを、自分の言葉で表現したり
実践にしたりできる子ども。

ユネスコエコパークのまち只見で自
然と共生していくための生き方を考
え実行しよう

○ これまで学習してきた只見の自然に
ついて、水循環から海とつながってい
ること、只見のブナを守ることが豊か
な水資産資源を守ることにつながるこ
とを話し合う。また、自分がどのように
関わって生きていくのか考え、話し合

い、作文にまとめる。

理科「流れる水のはた
らき」

特別活動「只見町の水害と
私たちにできること」
（防災教育）

社会科「国土の地形
の特色」

図画工作科「雪像づくり」

社会科「国土の気候
の特色」

SDG’s目標
只見小学校 ５学年 只見学（ESD・海洋教育）ストーリーマップ

「ユネスコエコパークのまち只見の自然と海」

社会科「わたしたち
の生活と森林」

社会科「自然災害を防
ぐ」

社会科「環境を守る私た
ち」

社会科「水産業の盛んな地域」

国語科「私たちとメディアの
関わりについて考えよう」

理科「魚のたんじょう」理科「台風と天気の変化」

只見の自然と海の関係につ
いて調べよう

○ 「八十里を越えて海へ」について
ふり返り、海洋の問題点について
話し合ったり、調べたりする。また、
只見の自然と海との関係について
調べたり、話し合ったりする。

只見の水について調べよう
Ⅱ

○ ブナ林から流れる水が豊富な
養分を含んでいることについて、
パックテストを用いて調べる。ま
た、学校周辺の川の水と比較し
ながら自然を守ることへの意識
を高める。

社会科「これからの食料生
産とわたしたち」



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

９月
ふるさと登山で只見を見てみよう
・自然がきれいだな。

６月
八十里峠を越えて只見から海へ

・八十里峠の工事が進むとどうなる？
・只見町と海はどのようにつながっているの
かな。
・海のよさを感じよう。

５月
ボートに乗って田子倉湖自然散策

・田子倉湖の水はどこから来ているの？
・冬の雪はどうなったかな。
・ブナの木はどのように変化したかな。

１０月
学んだことを発信しよう

・これまで学んだことを学習発表会で
発信しよう

只見町ってどんな町

○ 総合的な学習で学んできた只
見町のこと、修学旅行で見てきた東
京のことについて振り返り、よさや
課題について理解する。

町の抱える課題と
未来展望Ⅱ

○ 只見町の課題について、
只見の自然、歴史、文化の
視点から只見町が発展して
いくためにどのように解決し
ていくかについて見学した
り、調べたりしたことをもと
考え話し合う。

国語科
「プロフェッショナルたち」

音楽科「われは海の子」

社会科「子ども議会」

社会科「世界の未来と日本の役割」

国語科「イースター島に
なぜ森林がないのか」

理科「地球に生きる」ｂ

町の抱える課題と未来展望Ⅲ

○ これまでにまとめたポスターをもとに、地域住
民に発表する。

町の抱える課題と未来展望Ⅳ

○ 地域の方から聞いた意見に対し、
その改善策を調べたり、話し合ったり
して、修正案を練る。

国語科「海のいのち」

さぐる

広げる

深める

各教科との関連の４つの視点（枠の色分けで表記）

学習内容・認知面での関連 知識の深化
技能・リテラシー面での関連 技能の活用
情緒・価値観での関連 価値の醸成
態度・行動面での関連 行動の変容

つかむ

目指す子ども像
只見の将来の担い手として、只
見町について高い関心を持ち、
海とのつながりを意識し、進ん
で調べたり体験したりして考え
たことを、自分の言葉で表現し、
提案し、行動できる子ども

町の抱える課題と未来展望Ⅰ

○ 只見町の課題について話し合うとともに、地域や
関係機関に取材し、町の人たちがどう考えているのか
を知る。只見町が発展していくためにどのように解決し
ていくかについて考える。

全国にむけて発信しよう

○ これまで学習してきた只見学
について、全国海洋サミットでポ
スターにまとめる。

これからの只見

○ 只見町がどのように発
展してほしいのか、またど
のように関わって生きてい
くのかについて考える。

理科「地球と私たちのくらし」

特別活動「只見の水害」
（防災教育）

図画工作科
「水の流れのように」

道徳「大みそかの朝に」

道徳「熊野の森を守る」

特別活動「雪像づくり」

道徳「チョモ
ランマ清掃登
山隊」

SDG’s目標
只見小学校 ６学年 只見学（ESD・海洋教育）ストーリーマップ
「只見町の将来を提案する～海とつながり、世界と結びつく～」

理科「かわり続ける大地」
国語科「町の幸福論」


